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・令和２年度府中市一般会計補正予算（第９号）について（歳入歳出それぞれ４億４,039万円を追加し、総額285億453万6千円とする）

・府中市観光・まちづくり基金条例の制定について（寄附金等を基金として積み立て、観光やまちづくりに関する諸施策に要する経費の財源とする）

・令和2年度府中市病院事業会計補正予算(第２号)について（国の予算を活用して、コロナ対策に必要となる物資の購入、施設の修繕等を行う経費の一部とする）

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

・令和２年度府中市一般会計補正予算（第８号）について（駅周辺の賑わいづくり事業に係り、４億3,452万４千円の繰越明許費を追加する）

１２月定例議会は、１１月30日から１２月１５日までの１６日間開き、議案１５件、意見書３件を審議、議決しました。

令和２年度府中市一般会計補正予算等を可決！令和２年度府中市一般会計補正予算等を可決！
主 な 議 案

12月議会

・教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書の提出について

・コンビニ交付サービスを活用した罹災証明書の交付を求める意見書の提出について

・住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化を求める意見書の提出について

議 員 提 出 意 見 書 案
原案
可決

原案
可決

◎�コロナ禍でも� �
「議員と語る会（議会報告会）」を開催！

　11月８日（日）と11月15日（日）の両日、

議員と語る会 （議会報告会）を開催しました。

　例年、市内公民館等８会場で夜間開催してい

ましたが、今回は、コロナ禍での開催というこ

ともあり、3密を避けるため広い会場を用意し、

市内学校体育館４会場で昼間開催しました。

　内容は、「議会改革の取り組み状況」と「新

型コロナウイルス感染症への対応」について、

ご報告しました。 その後、ご参加の皆さまか

らグループごとにご意見・ご要望等を伺い、議

員と意見交換をいたしました。

　コロナ禍にもかかわらず、またお休みのとこ

ろ、ご参加いただいた皆さまに心から感謝申し

上げます。会場でのご感想をいくつか紹介させ

ていただきます。

議員と語ろう議員と語ろう

原案
可決

（会場：上下中学校）（会場：上下中学校）

・多くの意見が出て大変良かったと思う。
・市民参加の取り組みが必要と考える。農
業ビジョンの会議に上下町の農業者を参
加させてほしい。
・議員報告会ではなく、市民の意見を聞く
会にしてはどうか。
・	「議員を知る会」というのが実質かと思う。

そうであれば、夜間議会を開く方が、意
義がある。また、議員個々の思いや政策
を聞く機会も設けてほしい。
・初めて参加した。議会に対して関心を
もって市政報告等を見て行こうと思った。
・町内会ごとに、年１回くらい開催してほ
しい。

・本日聞いた子育て支援策について、実現
されることを期待する。議員の仕事内容
を若者に知らせる方策をしっかりとやっ
ていただきたい。
※今回いただきましたご意見・ご感想等は、
ホームページに掲載しております。

◎会場でいただいた感想より（抜粋）



　
　

農
業
従
事
者
の
所
得
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
今
後
の
展
望

を
伺
う
。

　
　

営
農
規
模
の
拡
大
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
低
コ
ス
ト
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高

付
加
価
値
に
よ
る
販
路
拡
大
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
で
収
益
の
向
上
を
図
り
た
い
。
今
年
度
中
に
は
農

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
農
業
の
現
状

課
題
を
整
理
し
、
産
業
連
係
室
や
大
学
と
の
連
携
も

視
野
に
入
れ
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど

農
業
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。

　
　

恋
し
き
・
翁
座
の
２
つ
の
歴
史
的
建
物
を
市
が
取
得
し
運
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
整
備
し
、
府
中
市
の
シ
ン

ボ
ル
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
活
用
さ
れ
る
の
か
。

　
　

歴
史
的
文
化
財
価
値
の
調
査
や
耐
震
性
、
安
全
性
の
調
査
も
踏
ま

え
て
、
市
民
に
活
用
さ
れ
、
多
く
の
交
流
人
口
を
生
む
重
要
な
文

化
財
、
観
光
資
源
と
し
て
保
存
整
備
し
、
積
極
的
な
活
用
を
計
画
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
。
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
含
め
今
後
、
更
に
情
報
発
信
も

検
討
し
た
い
。

　
　

復
元
修
理
は
保
存
が
目
的
で
あ
り
効
果
は
１
０
０
％
な
の
で
、
費

用
対
効
果
を
問
わ
れ
な
い
。
そ
の
上
、
来
訪
者
が
増
え
れ
ば
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
の
効
果
と
な
る
。
し
か
し
、
現
時
点
の
恋
し
き
活
用
計
画

は
観
光
振
興
が
目
的
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
２
億
円
以
上
の
巨
額
な

投
資
に
見
合
っ
た
費
用
対
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
の
か
。

　
　

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
を
前
提
に
、
改
修
と
い
う
よ
り
も
復
元
し

た
上
で
、
古
民
家
ホ
テ
ル
な
ど
を
営
業
し
た
い
と
い
う
提
案
だ
。

具
体
的
に
は
検
討
委
員
会
で
検
討
し
た
い
。

　
　

上
下
保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
機
能
分
担
は
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た
住

民
説
明
会
は
開
く
の
か
。

　
　

旧
三
玉
医
院
を
上
下
地
域
の
子
育
て
、
介
護
、
障
害
者
等
の
総
合

相
談
窓
口
と
す
る
。
上
下
保
健
セ
ン
タ
ー
も
旧
三
玉
医
院
に
移
転

す
る
が
、
乳
児
検
診
は
医
師
と
の
連
携
上
、
現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
う
方
向
で
検
討
中
だ
。
成
人
健
診
場
所
も
同
様
で
あ
る
。
計
画
は
来

年
２
月
の
実
施
設
計
終
了
後
、
入
札
。
令
和
３
年
度
中
に
工
事
完
了
、

令
和
４
年
春
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
住
民
説
明
会
は
開
催
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

　
　

町
内
会
費
徴
収
も
厳
し
く
な
っ
て
く
る
と
想
定
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
で
、
各
町
内
会
に
非
接
触
型
の
体
温
計
を
配
布
し
た
り
、

集
会
所
な
ど
の
換
気
状
況
を
調
べ
て
改
修
し
た
り
す
る
な
ど
、
府
中
市

の
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
事
業
に
、
町
内
会
へ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
新
設

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
は
、
町
内
会
を
対
象
と
し
た
支
援
は
な
い
。
今
後
は
、

新
し
い
生
活
様
式
の
な
か
で
の
活
動
を
進
め
る
う
え
で
、
町
内
会

か
ら
要
望
を
聞
き
な
が
ら
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

市
の
役
割
と
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
伺
う
。

　
　

市
の
役
割
と
し
て
は
、
ま
ず
施
策
の
立
案
・
進
捗
管
理
、
市
予
算

の
確
保
を
主
に
行
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
観
光
事
業
者
、
市
民
、

地
域
団
体
等
オ
ー
ル
府
中
で
の
推
進
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
事
業
の
着
手
が
遅
れ

た
も
の
の
、
市
民
向
け
観
光
振
興
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
観
光
へ
の
お

も
て
な
し
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

図
書
館
を
含
む
府
中
駅
周
辺
等
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

図
書
館
前
広
場
及
び
駐
車
場
の
整
備
は
今
後
５
年
で
実
施
し
て
い

く
。
ま
た
、
駅
を
中
心
と
し
た
駅
前
広
場
、
駐
車
場
、
駐
輪
場
、

お
も
て
な
し
ト
イ
レ
な
ど
を
含
む
整
備
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
を

中
心
と
し
た
関
係
機
関
協
議
が
必
要
と
考
え
る
。
ポ
ム
ポ
ム
隣
接
の
こ

ど
も
の
国
公
園
に
つ
い
て
は
、
本
年
中
に
方
向
性
を
固
め
、
令
和
３
年

度
か
ら
公
園
及
び
ト
イ
レ
の
整
備
に
つ
い
て
着
手
で
き
る
よ
う
調
整
を

し
て
い
る
。

　
　

全
児
童
・
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
貸
与
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

全
国
自
治
体
の
７
割
が
年
内
に
納
品
が
完
了
し
な
い
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
中
で
概
ね
計
画
通
り
に
進
捗
し
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
等
に
対
し
て
、
早
期
貸
与
の
効
果
・
意
義
の
確

認
を
し
な
が
ら
、
現
在
の
感
染
症
の
状
況
や
学
年
の
実
態
を
考
慮
し
て
、

１
月
以
降
３
学
期
中
を
目
標
に
、
持
ち
帰
り
活
用
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
計
画
を
立
て
て
い
る
。

公明党

加
か

島
しま

 広
ひろ

宣
のぶ

市
内
農
業
へ
の
取
り
組
み
と
展
望

Q  A   

公明党

大
おお

本
もと

千
ち

香
か

子
こ

翁
座
取
得
の
意
義
と
今
後
の
活
用

Q  A   

市民クラブ

土
ど

井
い

 基
もと

司
じ

恋
し
き
の
活
用
と
費
用
対
効
果

Q  

A   

市民クラブ

水
みず

田
た

 　豊
ゆたか

三
玉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Q  A   

市民クラブ

芝
しば

内
うち

 則
のり

明
あき

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
事
業
に

お
け
る
町
内
会
支
援
メ
ニ
ー

Q  A   

創生会

橘
きっ

髙
たか

 尚
なお

裕
ひろ

観
光
ビ
ジ
ョ
ン

Q  A   

創生会

本
ほん

谷
たに

 宏
ひろ

行
ゆき

駅
周
辺
の
賑
わ
い
づ
く
り

Q  A   

創生会

加
か

納
のう

 孝
たか

彦
ひこ

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

Q  A   

12
月
３
日
、
４
日　

12
人
の
議
員
が

市
政
を
問
う
！

一
般
質
問

&
A

Q   



　
　

協
和
地
区
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
転
に
よ
り
玄
関
か
ら
目
的
地
ま

で
の
完
全
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て

ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
　
「
協
和
元
気
タ
ク
シ
ー
」
は
、
地
域
の
支
え
合
う
取
り
組
み
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
協
和
地
区
の
よ
う
に
人

口
密
度
が
低
い
地
域
で
は
デ
マ
ン
ド
交
通
を
安
定
し
て
継
続
す
る
こ
と

は
経
費
的
に
も
難
し
い
。
安
全
性
の
確
保
や
車
両
維
持
管
理
に
か
か
る

経
費
へ
の
支
援
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

桜
が
丘
子
育
て
応
援
モ
デ
ル
住
宅
事
業
の
補
助
金
等
に
つ
い
て
問

う
。

　
　

子
育
て
応
援
モ
デ
ル
は
、
建
築
業
者
に
対
す
る
補
助
が
３
０
０
万

円
で
、
販
売
価
格
は
土
地
・
建
物
・
税
込
み
で
２
３
５
０
万
円
以

下
、
４
ｋ
Ｗ
以
上
の
太
陽
光
発
電
の
設
置
、
子
育
て

に
関
す
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
家
づ
く
り
、
購
入
者
は

40
歳
以
下
の
夫
婦
ま
た
は
義
務
教
育
以
下
の
子
供
を

有
す
る
世
帯
と
す
る
。
ま
た
、
展
示
期
間
と
し
て
建

築
後
６
カ
月
、
及
び
最
低
２
回
の
見
学
会
へ
の
参
加

を
条
件
と
し
て
い
る
。

　
　

国
の
新
制
度
と
し
て
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
」
の
区
分
が
設
け
ら

れ
、
２
０
２
２
年
度
以
降
か
ら
一
括
回
収
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

府
中
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　

ま
だ
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
具
体
的
な
検
討
に
至

っ
て
い
な
い
が
、ご
み
の
分
別
区
分
や
回
収
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

有
効
な
手
段
を
考
案
し
な
が
ら
、国
に
よ
る
市
町
村
へ
の
負
担
軽
減
策

な
ど
の
動
向
を
注
視
し
対
応
し
て
い
く
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、
理
科
室
や
図
書
室
、

音
楽
室
な
ど
の
特
別
教
室
や
災
害
時
に
は
避
難
所
と
な
る
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

理
科
室
な
ど
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
学
校
か
ら
要
望

は
あ
る
。
文
科
省
も
教
育
環
境
改
善
に
取
り
組
む
見
解
で
あ
る
。

空
調
設
置
に
関
す
る
国
の
補
助
も
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
動
向

も
見
通
し
な
が
ら
、
府
中
市
も
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

創生会

田
た

邉
なべ

　稔
みのる

協
和
地
区
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

Q  A   

創生会

山
やま

口
ぐち

 康
こう

治
じ

桜
が
丘
団
地
モ
デ
ル
住
宅
事
業

Q  A   

創生会

森
もり

川
かわ

 　稔
みのる

ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
対
応

Q  A   

日本共産党

岡
おか

田
だ

 隆
たか

行
ゆき

特
別
教
室
や
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置

Q  A   ・
付
託
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

・ 
令
和
２
年
度
府
中
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て

　
　

市
民
生
活
総
合
ア
プ
リ
構
築

事
業
を
簡
略
的
に
表
現
す
る

と
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
同
じ

よ
う
に
導
入
し
て
い
る
他
の
自
治

体
で
の
課
題
等
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

　
　

様
々
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
届
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
事

業
で
あ
り
、
平
常
時
、
災
害
時
の

住
民
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
道
具
と
考
え

て
い
る
。
他
の
自
治
体
に
お
け
る

課
題
と
し
て
は
、
ア
プ
リ
基
盤
を

単
独
で
構
築
し
導
入
し
た
が
、
度

重
な
る
機
能
追
加
費
用
や
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
費
用
が
発
生
す
る
と

い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
府
中
市
で

は
、
機
能
面
だ
け
を
独
自
で
開
発

す
る
想
定
で
、
ア
プ
リ
の
基
盤
は

他
の
自
治
体
や
一
般
民
間
企
業
と

共
同
使
用
し
、
追
加
費
用
の
削
減

を
考
え
て
い
る
。

　
　

ア
プ
リ
の
基
盤
を
他
の
自
治

体
と
共
有
す
る
と
は
、
費
用

を
折
半
す
る
イ
メ
ー
ジ
か
。
ま
た
、

保
守
経
費
は
ど
の
程
度
見
込
ん
で

い
る
か
。

　
　

ア
プ
リ
基
盤
の
使
用
料
は
月

額
20
万
円
程
度
を
想
定
し
て

い
る
。
サ
ー
バ
ー
管
理
費
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
費
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
対
応
費
用
な
ど
を
含
め

た
保
守
契
約
で
、
突
発
的
な
多
額

の
費
用
の
発
生
は
想
定
し
て
い
な

い
。

　
　

教
育
振
興
費
の
通
信
運
搬
費

７
６
５
万
２
０
０
０
円
の
内

訳
と
事
業
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
文
教
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
　
総
務
文
教
分
科
会

Q  A

Q  AQ  

委
員
会
・
分
科
会
で
の
審
議

　
　

一
つ
は
、
Ｌ
Ｔ
Ｅ
回
線
利
用

の
通
信
費
６
０
９
万
２
０
０

０
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

３
学
期
に
は
端
末
を
家
庭
へ
持
ち

帰
り
、
学
習
を
深
め
る
に
あ
た
り
、

２
６
０
０
台
の
端
末
に
対
し
、
１

月
当
た
り
５
ギ
ガ
で
３
カ
月
分
に

相
当
す
る
額
を
見
積
っ
て
計
上
し

て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
校
内
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
専
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
の
整
備
費
１
５
６
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。
従
来
の
校
務
系

あ
る
い
は
学
校
事
務
系
の
ネ
ッ
ト

環
境
と
、
学
習
系
の
ネ
ッ
ト
環
境

を
切
り
分
け
る
こ
と
で
安
定
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
構
築
で

き
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
の
強
化

に
も
つ
な
が
る
。

・ 

令
和
２
年
度
府
中
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て�

（
原
案
可
決
）

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
の
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
患
者
の
待
ち

時
間
を
含
め
、
利
便
性
が
高
ま
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
患
者
側
は
健

康
保
険
証
機
能
が
含
ま
れ
て
い
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
す

れ
ば
い
い
の
か
、
そ
れ
と
も
健
康

保
険
証
だ
け
で
も
い
い
の
か
。

　
　

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
２
通

り
あ
り
、
一
つ
目
は
、
来
年

３
月
に
稼
働
予
定
の
健
康
保
険
証

の
機
能
を
含
む
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
、
患
者
が
窓
口
に
設
置
し

て
あ
る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み

取
ら
せ
る
。
二
つ
目
は
、
従
来
ど

お
り
の
健
康
保
険
証
を
提
示
し
、

病
院
職
員
が
健
康
保
険
証
の
記
号

番
号
を
端
末
に
入
力
す
る
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
り
、
直
ち
に
資
格

確
認
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
３
月

稼
働
後
は
、
従
来
の
保
険
証
の
提

示
で
も
、
保
険
機
能
の
つ
い
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
も
医
療
保

険
は
受
け
ら
れ
る
。

　
　

Ｐ
Ｒ
や
情
報
発
信
が
出
来
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
利
便

性
が
高
ま
る
こ
と
を
含
め
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
の
関
係
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に

つ
い
て
何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

医
療
機
関
に
お
い
て
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、

情
報
が
即
座
に
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
は
利
便
性
と
い
う
意
味
で
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
府
中

市
民
病
院
や
、
府
中
北
市
民
病
院

に
お
い
て
も
、
同
様
の
仕
組
み
を

３
月
ま
で
に
導
入
で
き
る
よ
う
取

組
を
進
め
て
い
る
。
府
中
市
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
は

20
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た

め
、
受
け
入
れ
側
の
機
器
だ
け
を

整
備
を
し
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
が
伴
わ
な
い
と
利

便
性
と
い
う
意
味
で
は
向
上
し
な

い
。
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
周
知
し
、

他
の
医
療
機
関
に
お
い
て
も
導
入

が
進
む
よ
う
、
こ
れ
か
ら
取
り
組

A厚
生
委
員
会

Q  A

Q  A



議
案
第
１
０
０
号

　

令
和
２
年
度
府
中
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て

�

日
本
共
産
党
　
岡
田
　
隆
行

　

天
満
屋
２
階
活
用
の
予
算
を
来

年
度
に
繰
り
越
す
前
に
、
も
う
一

度
事
業
自
体
を
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
こ
の
事
業
が
今
後
ど
の

よ
う
な
規
模
の
予
算
を
費
や
す
も

の
に
な
る
の
か
、
ま
た
効
果
は
ど

う
か
な
ど
、
そ
の
見
通
し
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
性
急
に
事

業
を
進
め
る
こ
と
は
、
多
く
の
市

民
の
納
得
と
合
意
は
到
底
得
ら
れ

な
い
と
し
反
対
す
る
。

�

　
公
明
党
　
大
本
千
香
子

　

商
工
費
駅
周
辺
の
賑
わ
い
づ
く

り
事
業
４
億
３
４
５
２
万
４
千
円

の
繰
越
明
許
費
の
繰
り
越
し
理
由

は
、

①
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
る
も
の
で
市
に
特
段
の
瑕
疵

は
な
い
こ
と
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

討
論
議
案

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

・ 

令
和
２
年
度
府
中
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て

　
　

総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
は
、
ど

う
い
っ
た
窓
口
業
務
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
予

算
は
ど
こ
ま
で
の
構
築
費
用
か
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含
め
伺
う
。

　
　

総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
は
大
き

く
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
一
つ

は
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
戸
籍

謄
・
抄
本
、
課
税
非
課
税
証
明
、

所
得
証
明
、
納
税
証
明
な
ど
の
取

得
に
必
要
な
電
子
申
請
機
能
。
二

つ
目
は
、
出
生
届
や
乳
児
医
療
の

受
給
者
証
、
児
童
手
当
、
国
保
の

加
入
や
年
金
加
入
届
な
ど
、
他
課

に
も
関
わ
る
説
明
や
相
談
を
伴
う

総
合
申
請
機
能
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
窓
口
の
機
能
が
明
確
に
区

分
化
さ
れ
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く

な
る
。
ま
た
、
職
員
側
に
と
っ
て

も
市
民
対
応
が
明
確
に
な
り
、
市

民
の
方
の
利
便
性
も
向
上
し
、
業

務
効
率
も
向
上
す
る
。
ま
た
、
今

回
の
構
築
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
現
在
稼
働
し

て
い
る
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
拡

張
と
し
て
の
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
と

な
り
、
ソ
フ
ト
の
導
入
及
び
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
な
ど
の
機
器
一
式
の
初

期
費
用
と
な
る
。
今
後
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
ソ
フ

ト
及
び
導
入
機
器
の
ハ
ー
ド
部
分

を
含
め
、
年
間
４
０
０
万
円
程
度

に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
拠
点

整
備
事
業
と
し
て
、
簡
易
陰

圧
装
置
の
設
置
予
定
と
し
て
５
施

設
の
介
護
施
設
と
は
ど
う
い
っ
た

施
設
か
。

　
　

こ
の
補
助
金
は
、
広
島
県
が

新
た
に
介
護
施
設
等
に
お
け

る
簡
易
陰
圧
装
置
設
置
経
費
支
援

事
業
と
し
て
、
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
対
象

と
な
る
入
所
系
の
介
護
施
設
に
意

向
を
確
認
し
、
要
望
の
あ
っ
た
５

施
設
に
補
助
を
す
る
も
の
で
、
具

体
的
な
設
置
場
所
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
２
施
設
、
介
護
老

人
保
健
施
設
が
１
施
設
、
介
護
療

養
型
老
人
保
健
施
設
が
１
施
設
、

短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
が
１

施
設
、
計
５
施
設
に
補
助
を
し
て

い
く
。

・ 

府
中
市
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
原
案
可
決
）

　
　

こ
の
基
金
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
事
業
に
充
て
る
の

か
。

　
　

今
回
の
指
定
寄
附
金
の
使
途

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
建

設
や
改
修
事
業
へ
の
充
当
で
は
な

く
、
恋
し
き
や
翁
座
な
ど
歴
史
的

建
造
物
の
保
存
・
活
用
を
中
心
に
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、

町
な
か
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
使

い
た
い
。
具
体
的
に
想
定
し
て
い

る
事
業
は
、
恋
し
き
・
翁
座
な
ど

歴
史
的
価
値
が
高
い
施
設
の
保

存
・
活
用
、
観
光
客
等
の
誘
客
に

つ
な
が
る
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
の
魅

力
づ
く
り
の
事
業
、
恋
し
き
周
辺

の
中
心
市
街
地
や
上
下
白
壁
の
町

並
み
へ
の
回
遊
性
増
加
に
つ
な
が

る
事
業
と
し
て
電
動
ア
シ
ス
ト
付

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導
入
、
関
係

人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
ま
ち
づ

く
り
に
寄
与
す
る
空
き
家
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
そ
の
ほ
か
、

府
中
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
観
光

の
体
制
づ
く
り
、
地
域
資
源
の
観

光
商
品
化
、
受
け
入
れ
環
境
整
備
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
で
あ

る
。

　
　

条
例
に
「
基
金
は
寄
付
金
そ

の
他
の
収
入
を
も
っ
て
積
み

立
て
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
一

般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
で
定
め
る

額
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

恋
し
き
へ
の
出
資
金
の
返
還
金
を
、

な
ぜ
今
回
こ
の
基
金
へ
積
み
立
て

な
か
っ
た
の
か
。

　
　

基
金
の
目
的
は
恋
し
き
に
限

ら
ず
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る

が
、
今
回
の
き
っ
か
け
は
、
恋
し

き
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
中
で

御
厚
志
を
い
た
だ
い
た
た
め
、
第

一
義
的
に
は
恋
し
き
を
念
頭
に
置

か
ざ
る
を
得
な
い
。
単
に
維
持
管

理
だ
け
で
使
っ
て
い
く
の
で
は
な

く
、
恋
し
き
で
言
え
ば
庭
園
の
整

備
な
ど
の
ほ
か
、
出
口
・
府
中
町

か
い
わ
い
、
翁
座
な
ど
諸
々
が
控

え
て
い
る
の
で
、
予
算
審
議
を
通

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
基
金
は

使
い
切
っ
た
ら
終
わ
り
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
資
金
調
達
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

を
活
用
し
、
新
し
く
賛
同
者
を
募

り
な
が
ら
、
基
金
に
積
み
立
て
る

よ
う
考
え
て
い
る
。
株
式
会
社
恋

し
き
の
清
算
金
の
扱
い
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
出
資
金
に
対
し

て
清
算
金
が
あ
っ
た
と
い
う
予
算

上
の
整
理
を
今
議
会
で
行
い
、
今

後
の
議
会
に
お
い
て
、
基
金
へ
積

み
立
て
る
。

・�

令
和
２
年
度
府
中
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て

　
　

５
Ｇ
の
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が

実
現
で
き
る
の
か

　
　

天
満
屋
活
用
事
業
に
お
い
て

は
、
第
１
期
整
備
と
し
て
ネ

ウ
ボ
ラ
、
屋
内
広
場
等
の
整
備
を

進
め
て
い
る
の
で
、
医
師
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・
相
談
、
広
場

で
の
遠
隔
地
同
時
コ
ン
サ
ー
ト
、

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
の
オ
ン
ラ
イ

予
算
特
別
委
員
会
　
厚
生
分
科
会

Q  A

Q  A

 

建
設
委
員
会

Q  A

Q  A

予
算
特
別
委
員
会
　
建
設
分
科
会

Q  A

ン
会
議
や
講
座
等
を
想
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
５
Ｇ
の
特
性
で
あ
る

通
信
速
度
、
多
接
続
、
低
遅
延
を

生
か
し
、
Ｖ
Ｒ
や
Ａ
Ｒ
と
い
っ
た

最
先
端
技
術
の
体
験
や
Ｖ
チ
ュ
ー

バ
ー
等
の
最
新
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制

作
、
大
学
等
と
連
携
し
た
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

自
己
実
現
の
達
成
や
市
民
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
後
押
し
し
て
い
く
。

　
　

今
回
の
通
信
環
境
の
中
で
は
、

天
満
屋
の
建
物
内
や
道
の
駅

で
使
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
か
。

　
　

こ
の
た
び
の
５
Ｇ
基
地
局
の

エ
リ
ア
は
限
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
道
の
駅
や
、
駅
周
辺
の
エ

リ
ア
に
は
電
波
は
届
か
な
い
が
、

順
次
、
事
業
者
が
５
Ｇ
の
基
地
局

を
整
備
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
時

間
は
少
し
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
府
中
市
全
域
が
５
Ｇ
で
網
羅

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

観
光
地
ス
マ
ー
ト
化
推
進
事

業
補
助
金
、
補
正
３
件
分
の

根
拠
は
何
か
。

　
　

県
へ
の
申
請
は
現
在
手
続
き

中
で
あ
る
。
１
点
目
は
、
農

事
組
合
法
人
井
永
に
よ
る
、
野
菜

な
ど
を
販
売
す
る
法
界
山
直
販
セ

ン
タ
ー
の
観
光
地
化
の
た
め
の
ト

イ
レ
改
修
、
２
点
目
は
、
府
中
八

幡
も
み
じ
の
森
づ
く
り
実
行
委
員

が
、
も
み
じ
の
森
の
観
光
地
化
を

目
指
し
た
府
中
八
幡
も
み
じ
の
森

へ
の
ト
イ
レ
整
備
、
３
点
目
は
、

地
域
の
伝
統
文
化
と
し
て
阿
字
和

紙
の
紙
す
き
を
継
承
し
、
観
光
地

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
協
和

地
区
の
ト
イ
レ
整
備
で
あ
る
。

Q  A

Q  A



令和元年度決算に係る事務事業に対する提言

②
事
業
推
進
に
あ
た
り
主
体
の
天

満
屋
と
の
緊
密
な
連
携
が
取
れ

て
お
り
問
題
は
見
当
た
ら
な
い

こ
と
。

③
２
０
２
１
年
７
月
オ
ー
プ
ン
に

向
け
、
早
急
な
入
札
の
必
要
性

等
こ
れ
以
上
の
遅
延
は
避
け
た

い
こ
と

　

以
上
３
点
の
理
由
で
賛
成
と
す

る
。

�

創
生
会
　
加
納
　
孝
彦

　

天
満
屋
２
階
の
譲
渡
さ
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
か
か
る
改
修
費
用
の
繰

り
越
し
で
あ
り
、
来
年
７
月
オ
ー

プ
ン
に
向
け
た
事
業
で
あ
る
。

　

市
民
の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ

う
、
必
要
な
ら
ば
臨
時
会
を
開
い

て
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
何
ら
問

題
は
無
い
と
考
え
る
。
民
間
と
の

協
働
で
市
民
の
集
え
る
場
所
が
で

き
る
こ
と
に
期
待
を
し
、
賛
成
と

す
る
。

議
案
第
１
０
１
号

　

令
和
２
年
度
府
中
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て

�

日
本
共
産
党
　
楢
﨑
　
征
途

　

５
Ｇ
は
、
来
年
８
月
ご
ろ
に
は

府
中
駅
周
辺
ま
で
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
が
拡
大
す
る
。
あ
わ
せ
て
来
年

12
月
に
は
全
市
に
光
回
線
が
行
き

渡
る
。
性
急
に
１
６
０
０
万
円
も

か
け
て
天
満
屋
２
階
一
部
行
政
エ

リ
ア
に
５
Ｇ
の
屋
内
基
地
局
を
設

置
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

「
は
じ
め
に
天
満
屋
２
階
活
用
あ

り
き
」
の
進
め
方
に
は
反
対
で
あ

る
。

�

公
明
党
　
加
島
　
広
宣

　

補
正
予
算
の
中
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
費
用
に
多
く
の

施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
市

民
の
、
今
ま
さ
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
方
へ
の
支
援
で
も
あ
る
。
ま

た
、
官
民
連
携
し
て
行
う
５
Ｇ
整

備
も
地
域
社
会
の
発
展
と
に
ぎ
わ

い
の
創
出
を
は
か
る
、
夢
の
広
が

る
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
予
算
で
あ

り
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

�

創
生
会
　
加
藤
　
吉
秀

　

天
満
屋
２
階
の
行
政
エ
リ
ア
に

５
Ｇ
の
基
地
局
や
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
は
、
今
後
府
中

市
が
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
を
目

指
す
と
い
う
方
向
を
明
確
に
す
る

も
の
で
あ
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
整
備
で

あ
り
、
市
内
経
済
界
と
の
連
携
も

行
わ
れ
て
い
て
、
様
々
な
事
業
の

展
開
へ
進
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

本
市
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
の
で
、

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

所管常任
委員会 事務事業名 今後の方向性 事務事業に対する提言

総
務
文
教
委
員
会

災害対応力強化事業 一部見直しのうえ
継続すべき

市民向けの情報伝達手段の充実は必要である。府中市防災メールや、一斉架電のシステム等の普
及拡充を図られたい。

地域IoT計画策定・
推進体制構築支援事業

一部見直しのうえ
継続すべき

必要な事業と考えるが、分野ごとの地域課題解決にどのようにIоTを活用するのか、この事業
により何ができるのか、詳細な実施計画を早急に策定し明示されたい。

「学びのセーフティネット」
構築事業

一部見直しのうえ
継続すべき

部活動支援員については、効果的な活用を図るとともに、市内全中学校への配置に向けた取り組
みとして展開されたい。
特別教育支援員の配置については、個々の事例に合わせて、有資格者の採用も含めて検討された
い。

ドローンに特化した
ファブラボ整備事業

抜本的な見直しの
うえ継続

この事業には一定のニーズがあることは認めるところである。事業を継続・発展させるに当た
り、事業収支評価が行われていないので、目的に即した運営がされているか早期に検証された
い。また、運営体制と運営場所の変更も含め検討されたい。

スポーツによる
魅力あるまちづくり
（芝生グラウンド）事業

抜本的な見直しの
うえ継続 当初の計画に進捗が認められないことから、候補地も含めて白紙に戻し、再検討されたい。

移住・定住促進事業 休止・廃止すべき 何年間も一部見直しを行いながら継続してきた事業であるが、事業効果はまったく見えないため
廃止されたい。現段階においては、府中市の魅力をオール府中で磨き上げることが先決である。

厚
生
委
員
会

府中版ネウボラ
（子育て総合相談拠点）
設置事業

現状のまま継続す
べき

妊娠期から子育て期までの一貫したサポート・相談窓口としてより充実させるため、多職種との
連携を強化し専門性の確保を図られたい。また、働く母親が相談しやすい時間帯の検討やオンラ
イン相談の拡充等を検討されたい。

放課後の児童の
居場所づくり事業

現状のまま継続す
べき

子どもの居場所づくりと親の就労支援の事業として定着してきているが、各事業の取り組みに地
域差があるのではないか。必要な支援員を確保し、関係機関と連携を図られたい。

三玉プロジェクト
（上下地域包括ケア拠点
施設整備事業）

抜本的な見直しの
うえ継続

事業として必要だが、地域住民のニーズをさらに確認しながら真に住民のためになる施設として
検討されるべきである。補助金と過疎債で市の負担は軽減される事業となっているものの、費用
対効果を含め抜本的な見直しをされたい。

サービス付き高齢者向け
住宅入居者支援事業

一部見直しのうえ
継続すべき

地域包括ケアの一環として必要な事業であるが、さらなる経営努力で損益分岐点を超えるよう努
められたい。

医療体制確保事業 一部見直しのうえ
継続すべき

医療提供体制拡充のために必要不可欠な事業である。その効果を十分発揮できるようきめ細かい
対策を取られたい。

湯が丘病院
基本構想策定事業

一部見直しのうえ
継続すべき

将来構想検討委員会において積み残された課題について早急に整理し、問題を明確にした上で建
て替えスケジュールを明示されたい。

建
設
委
員
会

桜が丘団地
子育て応援モデル住宅
販売事業

休止・廃止すべき

団地販売促進の手段として一定の評価はできるが、販売促進に直結したものとは言い難い。ま
た、ニーズに合致しない住宅は費用対効果が低いと考える。今後、コロナ禍で販売は苦戦すると
予想され、販売価格の更なる値下げを行うとともに、本事業を廃止し、インパクトのある事業を
検討されたい。

産業振興ビジョンの策定 現状のまま継続す
べき

策定委員会やワーキンググループにより、多くの意見が反映されたものとして評価できる。今後
はビジョン策定で終わることなく、ビジョンに掲げる目標を達成するためには、産業連係室の
リーダーシップが必要不可欠であり、そのために、産業連係室の機能をさらに拡充されたい。

地域活性化に向けた
公共交通の構築 休止・廃止すべき

高齢化社会や核家族化が進展する中、公共交通の必要性は高まっているものの、利用者も少な
く、期待していたスマートフォンによる予約がなく、オンデマンド交通の検証となっていない。
本事業の取り組みは廃止し、地域のニーズ調査を行ったうえで、利用しやすい公共交通としての
取り組みを実施されたい。

上下地域の観光振興事業
（上下プログラム）

一部見直しのうえ
継続すべき

外国人観光客の来訪は必要なことではあるが、目に見える効果を期待するためには、国内での来
訪者に対する取り組みを優先し、収益をあげていただきたい。
翁座について、上下地域全体の観光ビジョンを明確にしたうえで、活用方法を早急に決定すべき
である。ただし、復元改修は、費用対効果が極めて低いため休止し、例えば、見物施設とするな
ど、費用対効果が比較的高い活用法を検討されたい。

駅周辺の賑わいづくり 現状のまま継続す
べき

駅周辺の賑わいづくりは、長期間停滞してきた課題解決の取り組みとして必要である。また、府
中天満屋のネウボラと屋内広場は順調に進んでいる。府中駅から国道まで抜ける道路を整備する
など、最大限の効果を発揮するよう継続して取り組まれたい。



　

令
和
２
年
の
「
今
年
の
漢
字
」
は
「
密
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

拡
大
し
、「
３
密
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
多
く

の
人
が
常
に
「
密
」
を
意
識
し
な
が
ら
生
活
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
ま
だ
見

え
な
い
中
で
、
改
め
て
医
療
従
事
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
感
謝
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
２
月
２
日
が
今
年
の
節
分
で
す
。
そ
し
て

立
春
を
迎
え
ま
す
。「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
と
力

強
く
鬼
退
治
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
退
治

を
願
い
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
第
５
次
府
中
市
総
合
計
画
「
し
あ
わ
せ
府

中
２
０
３
０
プ
ラ
ン
」
の
ス
タ
ー
ト
。
計
画
実
現
に

向
け
て
、
私
た
ち
議
員
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
が
皆
様
に
と
っ
て
も
、
ま
た
府
中
市
に

と
っ
て
も
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。 

（
福
田
）

議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
８
４
７
）４
３
―
７
１
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
４
７
）４
５
―
３
２
１
２

議会の動き（10～12月）

10月8日� 建設委員会（所管事務調査）
10月8日� 厚生委員会（所管事務調査）
10月9日� 広報広聴特別委員会（編集作業、議員と語る

会準備）
10月12日� 賑わいづくり特別委員会（進捗状況、今後の

取り組み報告）
10月15日� 総務文教委員会（所管事務調査）
10月19日� 広報広聴特別委員会（議員と語る会準備）
10月21日� 建設委員会（所管事務調査）
10月22日� 総務文教委員会（所管事務調査）
10月22日� 厚生委員会（所管事務調査、意見交換会）
10月23日� 広報広聴特別委員会（議員と語る会準備）
10月26日� 議会運営委員会（所管事務調査）
10月26日� 厚生委員会（意見交換会）
10月28日� 広報広聴特別委員会（議員と語る会準備）
10月29日� 建設委員会（所管事務調査）
10月29日� 全員協議会（執行部からの報告）
10月30日� 議会運営委員会（定例会の運営）
11月8日　議員と語る会（上下中学校会場・第一中学校

会場）
11月15日　議員と語る会（府中明郷学園会場・府中学園

会場）
11月17日� 総務文教委員会（所管事務調査）
11月18日� 建設委員会（所管事務調査）
11月24日� 議会運営委員会（定例会の運営）
11月24日� 厚生委員会（所管事務調査）
11月30日～12月15日　12月定例会
12月15日� 議会運営委員会（定例会の運営）
12月15日� 全員協議会（執行部からの報告）
12月15日� 広報広聴特別委員会（編集作業等）
12月22日� 広報広聴特別委員会（編集作業等）

編
集
後
記

12月議会での各議員の議決結果�（賛否が分かれたもの、主なもののみ掲載しています。詳細は府中市ホームページをご覧ください）

（－議長は採決に加わらず、欠は欠席、×は反対、○は賛成、棄は棄権、除は除斥…本人等に関わる議案については審議に参加できないこと）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 議員名

議案名

棗
田　

澄
子

芝
内　

則
明

福
田　
　

勉

森
川　
　

稔

広
瀬　

和
彦

安
友　

正
章

岡
田　

隆
行

楢
﨑　

征
途

土
井　

基
司

水
田　
　

豊

加
納　

孝
彦

山
口　

康
治

本
谷　

宏
行

三
藤　
　

毅

加
島　

広
宣

大
本
千
香
子

田
邉　
　

稔

橘
髙　

尚
裕

加
藤　

吉
秀

丸
山　

茂
美

専 決 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度府中市一般会計補
正予算（第７号）） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人 事 教育委員会の委員の任命の同意について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
条 例 府中市観光・まちづくり基金条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
条 例 府中市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
予 算 令和２年度府中市一般会計補正予算（第8号）について － 棄 ○ ○ ○ ○ × × 棄 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
予 算 令和２年度府中市一般会計補正予算（第9号）について － ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
予 算 令和２年度府中市一般会計補正予算（第１０号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書の提
出について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書 コンビニ交付サービスを活用した罹災証明書の交付を求める意見書の
提出について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書 住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化を求める意見書の提
出について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　AEDを使えば助かる命があります。傷病者を発見した際、慌てず
対処するためには日ごろからの訓練が大切になってきます。
　府中市議会も11月に２班に分けて講習会を実施。福山地区消防組
合府中消防署より職員の方に来ていただき、約２時間講習を行いまし
た。こうした技術を使う場面がないに越したことはありませんが、将
来にわたっていかなる場合にもしっかりと対処できる心構えが必要と
考えます。

いざというときにも落ち着いて対応
―府中市議会　ＡＥＤ講習会―


